
市
内
の
街
中
に
住
ん
で
い
る
。

「
あ
る
橋
の
所
で
今
年
は
蛍

が
気
持
ち
悪
い
く
ら
い
た
く
さ
ん

出
没
し
て
い
る｣

と
い
う
噂
を
聞
き
、

行
っ
て
み
た
。
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
頃

だ
と
思
う
が
そ
れ
で
も
１
０
０
匹
以

上
は
い
た
だ
ろ
う
。
み
ん
な
、
指
揮

者
に
合
わ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
に

「
ふ
わ
あ
ん
ー
ふ
っ
、
ふ
わ
あ
ん
ー

ふ
っ
、
ふ
わ
あ
ん
ー
ふ
っ
…｣

と
幻

想
的
な
柔
ら
か
い
光
を
放
っ
て
い
た
。

折
し
も
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
ら
し
き
声
も

｢

ぐ
わ
ぇ
ぇ
、
ぐ
わ
ぇ
ぇ
…｣

と
聞
こ

え
て
き
た
。｢

さ
す
が
薩
摩
川
内
だ

ね｣

と
子
ど
も
の
コ
メ
ン
ト
に
う
な

ず
い
た
。

 

（
自
然
愛
好
家
・
50
歳
女
性
）

◆

　

蛍
の
神
秘
的
な
光
に
見
と
れ
て
い

る
所
に
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
と

は
…
。
な
ん
だ
か
、
雰
囲
気
を
壊
さ

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
…
。

　

数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
蛍
で
す
が
、
本
市
で

は
い
ろ
い
ろ
な
所
で
見
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
来
年
は
私
も
ホ
タ
ル
を
見
に

出
掛
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
程
度

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊ 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊ 

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
23
）５
１
１
１（
内
線
６
３
３
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

お便り
募集募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された
皆さんへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）を
プレゼントします。このノートは、中越
パルプ工業（株）川内工場様のご好意によ
るものです。お便りお待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

我
が
家
で
は
、
戸
外
に
ネ
コ
を

３
匹
飼
っ
て
い
る
。（
も
と

も
と
捨
て
ネ
コ
だ
っ
た
の
を
引
き

取
っ
た
）こ
の
３
匹
が
冬
暖
か
く
眠

れ
る
よ
う
に
と
小
さ
な
小
屋
を
庭
の

片
隅
に
作
っ
た
。

　

春
先
の
あ
る
日
、
見
に
行
く
と
、

な
ん
と
そ
の
ね
ぐ
ら
に
、
し
っ
ぽ
の

ふ
さ
ふ
さ
し
た
タ
ヌ
キ
が
寝
て
い
る

で
は
な
い
か
！
ネ
コ
の
餌
を
食
べ

て
、
こ
れ
は
丁
度
い
い
、
と
居
候
を

決
め
込
ん
だ
ら
し
く
、
次
の
日
も
い

た
。
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
、

ね
ぐ
ら
を
撤
去
し
、
タ
ヌ
キ
殿
に
は
、

自
分
の
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
は
川
内
駅
か
ら
数
百
ｍ
の
所
で

の
実
際
の
話
で
あ
る
。

（
平
佐
の
た
ぬ
き
お
や
じ
・　
　

72
歳
男
性
）

◆

　

タ
ヌ
キ
が
我
が
も
の
顔
で
、
小
屋

で
寝
て
い
る
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

小
屋
の
居
心
地
が
よ
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

我
が
自
治
会
の
テ
ー
マ
は｢

絆｣

に
設
定
し
ま
し
た
。
基
本
的

に
は
家
庭
の
絆
を
よ
り
太
く
、
温
か

み
の
あ
る
も
の
に
育
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
愛
情
溢
れ
る
家

庭
に
児
童
虐
待
な
ど
は
な
い
は
ず
で

す
。

　

自
治
会
全
体
の
絆
を
結
ん
で
い
く

た
め
に｢

絆｣

リ
レ
ー
回
覧
板
を
活

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
方
法

は
、
全
会
員
の
名
簿
順
に
回
覧
し
ま

す
。
回
覧
板
が
届
い
た
ら
自
治
会
館

の
庭
・
道
路
掃
除
を
し
ま
す
。
掃
除

が
終
わ
っ
た
ら
次
の
家
庭
に
回
す
…
。

い
わ
ゆ
る
、
公
共
物
を
リ
レ
ー
で
掃

除
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実

り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
連
携
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
絆
じ
い
さ
ん
・
75
歳
男
性
）

◆

　

家
庭
か
ら
地
域
へ
と
、「
絆
」の
輪

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
と
い
い

で
す
ね
。
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今年の春は、例年に比べて寒暖の差も激しく、外出時の
服装で悩んだり、体調を崩したりしました。多分、こ

の広報紙が届く頃は、暑い夏真っ盛りだと思います。この季
節は熱中症や夏バテなどが心配ですね。ごく当たり前のこと
ですが、皆さんも季節に関係なく、常日頃から健康に気を配
り、健全な生活を送りましょう。　　　　　　　　　（西薗）

10年使っていたカバンが、予想していたとはいえ、ほころび、破れてきました。新調しようかとも思いました
が、使い慣れていたものだったので、修理に出すことに…。
店のご主人は、一目見ると、「数日後、取りに来てください」
の一言。後日、取りに行くと、外見からは目立たぬように縫
ってあり、内側はしっかりと補強してありました。修理して
よかった。多分、数年は使えるだろう。このような方々が日
本の”物作りの文化”を支えて来られたのだと感じました。「体
力がある限り、この仕事を続けたい」という高齢のご主人の
言葉が頼もしく思いました。　　　　　　　　　　　（坂下）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

雨にも負けず風にも負けず…
藤本棚田で手植え体験

　６月16日（土）、藤本地区（樋脇町）内で「ふじもと棚田米づくり
＆田園ゴルフ大会」が開催されました。今回は、全３回コース（田
植え・稲刈り・田園ゴルフ）の初回｢田植え｣が実施され、市内外か
ら27人が参加しました。あいにくの天候でしたが、参加者は地
元の方の指導の下、約５アールの田んぼに昔ながらの方法により、
早苗を手植えしました。
　藤本地区では、地区内外の方々との交流を図りながら、地域活
性化に繋げていきたいとの思いで、地区コミュニティ協議会を中
心に、意欲的にさまざまな事業に取り組まれています。

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、６月27日
（水）までに寄せられた義援金額は50,690,587円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生してい
ます。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　 （23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　 （22）2355
　　　　　　および各支所

ナナフシ

　庭のレモンの木に脱皮し
たばかりのナナフシがいま
した。どこにいるか分かり
ますか。
(虫好きっ子・43歳女性)

▲青山町で見られた蛍

31 30広報薩摩川内　2012.7.102012.7.10　広報さつませんだい


